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Ⅰ . 諸言
医療の高度化、疾病構造の変化、健康問題の多様
化・複雑化に伴い、社会が看護師に求めるニーズや
期待は高まっており、高度な知識と安全な技術を提
供できる看護実践能力が求められている。2003 年
に厚生労働省から「看護基礎教育における技術教育
のあり方に関する検討会報告書」1）が提示された。
この報告書では、看護基礎教育においては臨地実習
において学生が実施してもよい技術項目とその水準
を打ち出した。その考えが明確になったことで、看
護基礎教育では、看護技術に関する教育内容を精選
し卒業まで一定レベルに到達できるように技術教育
がされている。
しかし、学生が実習で実践する技術は、医療安全
に対しての意識向上などの理由で、実施する範囲や
機会が限定され、学生が卒業までに経験できる技術
が少ない。厚生労働省から報告された 2007 年「看
護基礎教育の充実に関する検討会」2）は、臨床実践
に近い状況を想定した学習ができるように演習の強
化を提唱している。また文科省から報告された「学
士課程においてコアとなる看護実践能力と卒業時到
達目標」3）は、学士課程で養成される看護実践能力
のひとつとして、「看護援助技術を適切に実施する
能力」を述べている。
このような現状を踏まえ、看護基礎教育では学生
の看護実践能力を強化するために、技術教育の教育
内容を充実させることが課題である。
看護基礎教育における専門分野Ⅰの基礎看護学
は、基礎看護技術を教授させる教育内容を位置づけ
としている 4）。安全で質の高い技術を提供するため
に、基礎看護技術を教授する基礎看護学において、
その技術教育に関する研究の動向を明らかにし、今
後の課題を検討することは、技術教育を充実させる
重要な資料になると考える。そこで、2003 年の「看
護基礎教育における技術教育のあり方に関する検討
会報告書」5）が提示された以降、看護基礎教育にお
ける基礎看護学での技術教育に関する研究の動向を
分析したので報告する。
Ⅱ . 目的
看護基礎教育における基礎看護学の技術教育の研
究の動向を明らかにし、今後の技術教育における基
礎的資料を得るとともに、今後の課題を検討する。
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Ⅲ . 方法
1. 対象文献
2003 〜 2012 年の 10 年間に国内で発表された、
看護基礎教育、基礎看護技術教育に関連する文献
について原著論文を対象にした。検索方法は、医学
中央雑誌 Web 版（ver.5）を用い、キーワード「看
護基礎教育」「基礎看護技術」「基礎看護学」「教
育方法」の組み合わせ検索を行った。抽出した文献
を研究者間で精読し、さらに「看護基礎教育」「基
礎看護学」に焦点をあてた文献を対象にした。カリ
キュラム内容に相違が生じないようにするため、所属
機関を大学、短期大学、3 年課程の専門学校を対
象にした文献とした。
2. 分析方法
1） 抽出された文献は、共通のフォーマットを用い
てデータ化し、論文ごとに文献の種類、研究者
の所属機関、研究対象者、論文発表年、看護技
術項目については記述値を算出した。
2） 「看護基礎教育の充実に関する検討会報告書」は、
看護基礎教育での卒業までの看護技術の到達度
を明確にしているため、報告書の水準に示され
ている看護技術の項目にそって文献を分類し、
深井喜代子：新体系看護学全書基礎看護学Ⅱ、
メヂカルフレンド社のテキスト 6）を参考に看護
技術項目を整理した。
3） 研究内容を表現した研究内容コードを作成した。
技術教育に関する内容について、研究内容コー
ドを、意味内容の類似性に基づいてカテゴリー
化した。各コードに共通する意味内容からサブ
カテゴリー名をつけ、それらを包括するような
カテゴリー名をつけた。
Ⅳ . 倫理的配慮
論文の著作権を侵害しないよう研究者間で論文と
研究内容を一致させデータ化した。
Ⅴ . 結果
「看護基礎教育」「基礎看護技術」「基礎看護学」「教
育方法」の組み合わせで検索を行った結果、「基礎
看護技術」「教育方法」72 件、「基礎看護技術」「看
護基礎教育」83 件、「基礎看護学」「基礎看護技術」
43 件であり、それらを合わせ 198 件の研究論文を
抽出した。最終的には看護基礎教育、基礎看護学に
焦点をあてた研究論文 114 件を分析対象にした。
1. 文献の種類
文献の種類は、紀要 68 件（59.7%）でほぼ 6 割を
占め、学会誌 36 件（31.6%）、商業雑誌 7 件（6.1%）、
その他 3 件（2.6%）であった。
2. 研究者の所属機関
研究者の所属機関は、大学が 63 件（55.3%）と 5
割以上を占めており、次いで専門学校（3 年課程）
26 件（22.8%）、短期大学 24 件（21%）、病院が 1 件（0.9 
%）であった。
3. 研究対象者
研究対象は、文献を除外し、学生 93 件（89.4%）、
教員 7 件（6.7%）、看護師 3 件（2.9%）、学生と看護
師 1 件（1%）であった。
4. 看護技術の項目
「看護基礎教育の充実に関する検討会報告書」の
水準に示されている看護技術項目に該当した文献は
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52 件であった。看護技術の項目を、深井喜代子：新
体系看護学全書基礎看護学Ⅱ、メヂカルフレンド社の
テキストを参考に看護技術項目を分類した。その結
果、「共通技術」16 件（30.8%）、「日常生活援助技術」
28 件（53.9%）、「診療に伴う看護技術」6 件（11.5%）、
重複している看護技術は 2 件（3.8%）であった。
さらに看護技術の項目を水準に示されている看護
技術項目にそって分類した結果（表 1 参照）、「清
潔・衣生活援助技術」16 件であり、主な技術項目は、
清拭、口腔ケア、足浴、入浴であった。「症状・生
体機能管理技術」11 件であり、主な技術項目はバ
イタルサインの観察、採血であった。「排泄援助技術」
9 件で、主な技術項目は、導尿、浣腸であった。「食
事援助技術」6 件で主な技術項目は経管栄養であっ
た。「環境調整技術」5 件で、環境整備、ベッドメー
キングであった。「与薬の技術」5 件であり、皮下
注射、静脈注射であった。「感染予防技術」は 5 件
であり、手洗い、無菌操作であった。「安全管理技術」
4 件であり、安全教育に関する内容であった。「活動・
休息援助技術」「呼吸・循環を整える技術」「創傷管
理技術」「救命救急技術」「安全確保の技術」は 0 件
であった。また内容では、1 つの文献につき、技術
項目が重複している文献が 3 件あった。
5. 研究内容
対象文献から研究内容コードを作成し類似性で分
類した結果、102 のコードが抽出された。技術教育
の実態と技術の習得状況 27 コード（26%）、技術教
育の教育内容 65 コード（64%）、テキスト分析 10 コー
ド、（10%）に分類された。今回、技術教育の動向
を明らかにすることを目的としているため、技術教
育の教育内容について、研究コードを類似性で分類
した。その結果、6 のカテゴリー【技術教育におけ
るプログラムの作成と検討】【技術教育における学
生の学びと認識】【授業評価からの課題と教育方法
の検討】【工夫を試みた教授方略による学習効果】【自
己学習支援システムの検討】【技術演習過程からの
分析】に分類された。（表 2 参照）
以下、カテゴリーを【　　】で示し、「　　」を
サブカテゴリーとして示す。
1） 【技術教育におけるプログラムの作成と検討】
このカテゴリーは、「技術を習得するためのプロ
グラムの作成」「技術学習のモデル作成」「授業開発」
の 3 のサブカテゴリーに分類された。内容として、
技術教育のプログラムを作成し、その有効性を検討
した文献があった。また授業を通して看護判断の基
盤となる臨床判断能力の育成が期待できるような授
業開発の文献があった。
2） 【技術教育における学生の学びと認識】
このカテゴリーは、「学生の認識」、「学生の学び」
の 2 のサブカテゴリーに分類された。内容として、
技術練習行動を促進させる要因や技術に対する興味
など、学生の演習に対する心理的内容について明ら
かにした文献があった。また実習や授業を通しての
学びの内容を分析した文献があった。
3） 【授業評価からの学生の課題と教育方法の検討】
このカテゴリーは「授業評価からの教育における
課題」「授業評価からの教育方法の検討」の 2 のサ
ブカテゴリーに分類された。内容として、授業や実
習でレポートや実験記録を分析し、教育上での課題
を検討した文献や演習などから看護技術を習得する
にあたっての教育方法を検討した文献があった。
4） 【工夫を試みた教授方略による学習効果】
このカテゴリーは、「体験学習を取り入れた」「事
例を取り入れた」「e-learning を取り入れた」「テク
ニカルポイントを取り入れた」「他の要素を取り込
んだ」「ロールプレイングを取り入れた」「模擬患者
を取り入れた」「教員・看護師の参加を取り入れた」
「シミュレーターを取り入れた」「その他」の 10 の
サブカテゴリーに分類された。内容として、教育効
果をあげるために、授業に「ロールプレイング」や
「模擬患者」を取り入れ、教育方法の有効性につい
て検討した研究や取りいれた場合とそうでない場合
の比較検討を行い、その学びについて分析した文献
があった。また学生同士だけでなく、演習に教員が
モデルとなった時の効果や看護師との協同による学
習効果を明らかにした文献もあった。
5） 【自己学習支援システムの検討】
このカテゴリーは、「ビデオ学習」「CAI 教材」「そ
の他」の 3 のサブカテゴリーに分類された。内容は、
自己学習を支援および促進するための効果的な学習
教材の開発および開発した文献があった。
6） 【技術演習過程からの分析】
このカテゴリーは、「グループ学習からの分析」
「録画したデータからの分析」「その他」の 3 のサ
ブカテゴリーに分類された。内容は、学生が実施
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した浣腸と導尿の技術を練習前後に録画し、その
動作を分析した研究や、学内演習のグループ学習
から学生が体験した学びのプロセスを明らかにし
た研究があった。
Ⅵ . 考察
1. 技術教育に関する研究の概要
文献の所属機関は、大学が 63 件（55.3%）であり、
金城の報告 7）と一致している。また、論文の種類は、
紀要が 68 件（59.7%）であった。このことは、看護に
おける学士課程が 2003 年に 104 校から 2012 年には
203 校と倍に増加 8）しており、学士課程における教員
数が増加したことが影響を及ぼしていると考えられる。
研究対象は、学生が 93 件で 89.4%であり、2004
年の穴沢らの結果 9）も 92.1% であった。今回、技術
教育の動向を概観したこともあり、学生が対象であ
る割合が高いことは考えられるが、教育は両者の関
係で成立することから、教育活動を発展させていくた
めにも、学生の側面だけではなく、教員側の側面か
らの研究も蓄積していくことは課題である。宮芝ら 10）
も演習を展開するために必要な教授能力の獲得に向
け、研究成果を産出させることは急務であることを指
摘している。特に基礎看護学領域の授業形態には演
習があり、複数で関わることも多いため、必要性は
高いといえる。
テキストを参考に看護技術項目を分類した結果、
「診療に伴う看護技術」の項目を取り扱った文献は
6 件（11.5%）であった。「診療に伴う看護技術」は、
身体的侵襲に伴う技術であることや、無資格者が実
施することは責任を伴うため実習では経験する回数が
少ないことが考えられる。また基礎看護学教育での
水準が低い項目であることからも、「共通技術」や「日
常生活援助技術」と比較して、積極的に技術教育に
ついては研究がされていないと考える。今後は、「診
療に伴う看護技術」は、看護基礎教育で教育すべき
ことと卒後の研修等ですべきことは区別して考えるこ
とが指摘 11）されているように、臨床との連携をはかり
ながら、看護基礎教育における教育内容の精選と教
育方法について検討する必要がある。
「看護基礎教育における技術教育のあり方に関す
る検討会」の水準に示されている 13 の技術項目で
は、その技術項目に差があった。今回の研究は基礎
看護学の文献を対象にしている。そのため、上位の
技術項目である「清潔・衣生活援助技術」は、基礎
看護学で学生に習得させたい優先度の高い技術とし
て捉えていると考える。また、教育方法についても
検討していることから、それらは学生が技術を習得
することが困難であり、教育方法に苦慮している技
術であることが推測される。
「生体・機能管理技術」の技術項目における技術の
水準は、「水準 1：教員や看護師の助言・指導により
学生が単独でできるもの」で、学生が臨床で経験す
ることが多い項目である 12）13）。学生が技術を習得で
きるように教育方法を検討していることがうかがえる。
下位の技術項目である「活動・休息援助技術」「呼
吸・循環を整える技術」「創傷管理技術」「救命救急
技術」「安全確保技術」は、基礎看護教育での教育
方法について、今後検討することが課題である。
2. 基礎看護学における技術教育に関する研究内容
技 術 教 育の実 態と技 術の習得 状 況 27 コード
（26%）、技術教育の教育方法 65 コ ドー（64%）テキ
スト分析 10 コード（10%）に分類された。一概に比
較することができないが、先行文献 14）15）の報告で
も上位を示しており一致していた。技術教育の実態と
技術の習得状況は、「看護基礎教育における技術教
育のあり方に関する検討会報告書」16）が提示された
ことがきっかけとなり、看護基礎教育における技術の
習得状況を明らかにした結果と考える。今後はその
実態から、看護基礎教育において技術を習得するた
めの教育内容、方法に発展すると考える。
技術教育の教育方法は、65 コ ドー（64%）であり、
看護実践能力向上を目指した看護独自の教育方法が
検討されていることがうかがえる。カテゴリーでは、
【工夫を試みた教授方略による学習効果】が 26 コー
ド（40.0%）であった。内容は、「模擬患者を取り入
れた」、「ロールプレイングを取り入れた」などがあり、
教育効果を向上させるための工夫をした教育方法が
みられた。「シミュレーターを取り入れた」の学習効
果を研究している文献は1件であった。臨地実習では、
学生が看護技術を実践する機会が限定されつつある
ことから、目的にあった学習の機会の確保が困難と
なっていることが指摘されている 17）。このことからも、
臨床に近い体験ができるようなシミュレーター教育な
どの教育方法の研究が今後必要であると考える。ま
た、「e-Learning 教材を取り入れた」教授方略もあっ
た。ICT を活用した教材が増えている中で、それら
を駆使した教材開発の研究も期待される。
【自己学習支援プログラムの検討】の研究では、学
生が自主的・主体的な学習ができるような環境を充実
させることは必要である。今後もこのような研究は増え
ると推測される。
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206
Ⅶ . 結論
1. 看護技術項目の分類では、「診療に伴う看護技術」
6 件（11.5%）であり、看護基礎教育で教育すべ
きことと卒後の研修等ですべきことは区別して
考えることが指摘されているように、臨床との
連携をはかりながら、看護基礎教育における教
育内容の精選と教育方法について検討する必要
がある。
2. 基礎看護教育における基礎看護学の技術教育の
教育方法の研究内容は、【技術教育におけるプロ
グラム作成と検討】【技術教育における学生の学
び認識】【授業評価からの課題と教育方法の検討】
【工夫を試みた教授方略による学習効果】【自己
支援システムの検討】【技術演習過程からの分析】
であった。
3. 基礎看護教育においての教材方略では、シミュ
レーターや e-learning の新たな教育分野を取り
入れた学習効果の研究は少なく、研究の蓄積が
必要であることが示唆された。
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